
 

別表第１（第３条関係） 

□補強コンクリートブロック造の塀の場合 

目視で確認できる項目 

  項目 内容 

□ １ 高さ 塀の高さが、道路等の地盤面から２.２メートル以下である。 

□ ２ 塀の厚さ 塀の厚さが、１０センチメートル以上か。（塀の高さが２メ

ートル超え２.２メートル以下の場合は１５センチメートル

以上） 

□ ３ 控え壁 塀の長さ３.４メートル以下ごとに、塀の高さ１/５以上突出

した控え壁があるか。 

□ ４ 基礎 コンクリートの基礎がある。 

□ ５ 安全性 塀の傾き、ひび割れ、ぐらつき等の倒壊のおそれがない。 

目視で確認できない項目（１から５の項目をすべて満たし、図面等において確認できる場合） 

  項目 内容 

□ ６ 鉄筋の配置 塀の中に直径９ミリメートル以上の鉄筋が縦横とも８０セ

ンチメートル間隔以下で配筋されている。 

□ ７ 根入れ深さ 基礎の丈は、３５センチメートル以上で、根入れ深さは３０

センチメートル以上である。 

 

□組積造の塀の場合（れんが造、石造、鉄筋のないブロック塀） 

  項目 内容 

□ １ 高さ 塀の高さが、道路等の地盤面から１.２メートル以下である。 

□ ２ 塀の厚さ 各部分の塀の厚さは、その部分から壁頂部までの高さの１/

１０以上ある。 

□ ３ 控え壁 塀の長さ４メートル以下ごとに、塀の厚さの１.５倍以上突

出したものがある。 

□ ４ 基礎 基礎がある。 

□ ５ 安全性 塀に傾き、ひび割れ、ぐらつき等の倒壊のおそれがない。 

（補足） 

H30.6.21 付け国住指第 1130 号において通知された「ブロック塀等の点検のチェックポイン

ト」の基準を転記したものです。 

当該表に☑を行い、申請書に添付してください。 


